



































































子陸表海」〔Upper Yangtze epeiric sea、上揚子内陸海〕が形成された。早古生代（古生代の
カンブリア紀、オルドビス紀、シルル紀を指す）の時期には、上揚子海の面積はなお広大
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































土司に水引 32枚及び陸引 49枚と割り当てられた（53）。これらを合わせると水引が 32枚、
陸引が 1,383枚となり、郁塩の産量総計は 820,280斤となる。嘉慶二十年〔一八一五年〕
に刊行された『四川通志』の「食貨」の項目には、郁山は年ごとに水引を 50枚、陸引を 4,533
枚発行すると記載されているが（54）、当時は一枚の水引で塩を 6,500斤、一枚の陸引で塩を
520斤取引できたため、その塩量総計は 2,682,160斤となる。光緒八年〔一八八二年〕に
刊行された『四川塩法志』では、毎年四川省の彭水、黔江、酉陽へ売られる郁塩の陸引が
4,697枚、湖北の来鳳県や咸豊県へ売られる郁塩の陸引が 1,177枚であると記載されてお
り（55）、合計して 5,874枚になり、光緒三年〔一八七七年〕に一枚の陸引で塩を 880斤取引
できたことから、その塩量総計は 5,169,120斤となる。以上から、郁塩の生産量は康熙年
間では明時代からは顕著には上昇せず、雍正年間に入って康熙年間にくらべ倍近くに増産
し、嘉慶年間で三倍ほどにまで激増し、さらに光緒年間で嘉慶年間より二倍近く増産した
ことになる。嘉慶、光緒年間にあって郁塩が急速に増産したのは主に塩井の数の増加、製
塩技術の進歩、そして石炭を燃料としたことによるのだろう。
四　郁塩の管理と販売
（一）　塩業の管理機構
塩業は古代における重要な経済的支柱の一つであり、歴代政権は塩業に対する管理と支
配を非常に重視してきた。郁山における塩業の歴史は漢代に遡ることができるが、その生
産・管理に関する文献史料は欠如している。両漢〔前漢と後漢、前二〇二～二二〇〕の時
期においては、塩業の生産・管理体制はいくどかの変化を経験しており、私営・官営をめ
ぐる政策も多く変化している。漢の武帝時期に塩・鉄の専売を行う政策が実施されてから、
塩の生産地には塩官が設置され、主に塩の専売事務を管理していた。後漢の時代に入り、
塩業に対する支配は緩まり、個人的経営は許可され、「塩の産量が多い郡、県に塩官が設
九〇四頁を参照。
（52） 塩引の分配額に関する数字は『四川塩法志』「引票四」を参照。
（53） 清の丁宝禎等『四川塩法志』巻十七「引票二」（『続修四庫全書』八四二・史部・政書類、上海古籍出版社、
二〇〇二年）三二五頁を参照。
（54） 清の常明等『四川通志』巻六十八「食貨」（巴蜀書社、一九八四年）二三一八頁を参照。
（55） 清の丁宝禎等『四川塩法志』巻十七「引票二」（『続修四庫全書』八四二・史部・政書類、上海古籍出版社、
二〇〇二年）三二三頁を参照。
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置され、塩の課税を管理させる」（56）こととなった。この時に塩官の性格は変わり、その職
務は主に塩に対する課税に限定されることになった。郁山には塩官に関する記載がないが、
各時期の地方官庁に塩業の管理に当たる役所が存在した可能性がある。西晋の永嘉年間
〔三〇七～三一三〕から北周の保定四年〔五六四年〕に至り、中央政府はこの地域を完全
に支配することができず、「当該地域は蛮夷の中に埋没してしまった」というから、郁山
塩業は現地の蛮夷酋長またはその他の個人の手中に管掌されていたのかもしれない。
隋代〔五八一～六一九〕及び唐代〔六一八～九〇七〕の前期には、塩業に対する管理は
比較的弛く、人民は官と共に塩業による利益を享受できたのであった。隋代は一部の塩池
に「監」を設けているだけであったが、唐代の前期は隋代の制度を継承し、塩池監を司農
寺に所属させたが、塩池監が設置された場所は相変わらず多くはなかった。井塩の生産地
域において、唐の政府はいくつかの塩井より徴税しているが、塩池に塩監を設けて「塩功」
を徴収させるといったことが行われていたのだろう（57）。例えば、陵井では、則天武后の時
期〔下記引用の『陵州図経』を参照するに萬歳通天二年すなわち六九七年より以前〕にお
いて「かまどを設置し、塩を煎じ、〔生産量の〕三分の一は政府に、また三分の二は民の
ものとした」（58）という。「安史の乱」の後、国が財政難に陥ったため、唐の粛宗の時期〔七五六
～七六二〕に入り、第五琦を塩鉄鋳銭使に任命し、塩業の制度を改革して、政府が専売を
行う「榷塩法」を実行した。それは「〔乾元元年すなわち七五八年に塩鉄鋳銭使であった
第五琦が〕山、海、井戸、かまどといった利益をあげることができる場所には監・院を設
置し、游民で塩業に従事する者は亭戸として、徭役を免じる。塩を勝手に販売した者は法
律により罰することとした。そして第五琦が諸州搉塩鉄使となると、天下の塩をすべて専
売とし、一斗ごとの価格に百銭を増して、百十銭とした」（59）というものであった。その後
継者である劉晏は塩法を改善して現場での専売を実行したが、塩の生産地では、地方官庁
により塩が商人へ転売され、官による運送・商売から商人による運送・販売へと切り替え
られた。各州にも次々と塩鉄使が設置され、しばしば州の刺史〔州の長官〕が兼任し、州
の塩や鉄の専売を受け持ったのであった。郁山は黔州に属するが、一部の黔州刺史は黔中
経略招討観察塩鉄使を兼任したことがあり、就任者として薛舒（60）・李通（61）・郗士美（62）など
を挙げられる。重慶地域に設置された監には大昌監、雲安監、永安監、漁陽監、塗甘監が
ある。郁山には監が設けられていなかったが、「山、海、井戸、かまどといった利益をあ
（56） 南朝宋の范曄『後漢書』に付す司馬彪『続漢書』志二十八「百官志五」（中華書局、一九七三年）三六二五
頁を参照。
（57） 郭正忠『中國鹽業史（古代編）』（人民出版社、一九九九年）一二六頁を参照。
（58） 宋の李昉等『太平廣記』巻三百九十九引『陵州圖經』（中華書局、一九六一年）三二〇六頁を参照。
（59） 宋の歐陽修『新唐書』巻五十四「食貨四」（中華書局、一九七五年）一三七八頁を参照。
（60） 清の董浩等『全唐文』巻三百七十五（中華書局、一九八三年）。
（61） 後晉の劉昫『舊唐書』巻一百五十七「列傳一百七」（中華書局、一九七五年）四一四五頁を参照。
（62） 後晉の劉昫『舊唐書』巻十二「本紀十二」（中華書局、一九七五年）三二六頁を参照。
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げることができる場所」であるため、現場での塩専売を管理する相応の官吏が設置されて
いたかもしれない。
北宋の時代、川陝四路の井塩生産地域では官営と私営が併存する制度を採用しており、
「大規模な場所を監とし、小規模な場所を井とし、監は官の管理下におき、井は当地の民
に販売させ、産量によって課税し、近傍の地域に往き販売することを許し、ただ川、峡以
外の地域へ販売することを禁止する」（63）こととしていた。重慶地域における監は永安監、
云安監、大寧監があり、郁山に設けられた監は見られない。とはいえ『文献通考』には黔
州に井戸が四つあるという記載があるため、この時期には郁山塩井はおそらく私営の形態
をとり、地方官庁によって徴税されていたのかもしれない。南宋の紹興二年〔一一三二年〕
には、四川の最高行政官である趙開が四川における塩の制度を改革し、〔『宋史』「食貨下五」
に載るように〕「〔紹興二年すなわち一一三二年に〕大観年間〔一一〇七～一一一〇〕に行
われた法にならって合同場を設置し、税銭を徴収させたが、これはおおむね茶法と類似す
るものの、非常に厳しく行われた」もので、〔『文献通考』「征榷考三」や『宋史』「食貨下
五」に載るように〕「趙開の立てた榷法は、商人に銭を収めさせて引（塩の販賣許可証）
を買わせ、井戸〔製塩従事者〕はただ官の定めた定数のみ塩を生産でき、官庁におもむい
て土産税を支払うのみであった」という。つまり、井戸〔塩業従事者〕と塩商とは地方官
庁に設置された「合同場」で食塩の取引を完成する一方、「合同場」はその転売交易の差
額によって生じた利潤を得ることができる。また商人は「合同場」を通して塩を運んだり
売ったりするため、さらに引を買い納税を行わなければならない（64）。従って、郁山にはそ
のような塩の売買を行う市場が設置されており、塩の価格が官によって制定されたり調整
されたりしていた。また配置された各々の官吏は、井戸で作る食塩が標準に達するかどう
か検査し、商人に与えられた引を検査し、商人から商業税を徴収し、引を渡して通過を許
すといった職責を負っていた。
元代〔一二七一～一三六八〕には、四川に茶塩転運司が設置されており、「塩を生産し
塩について課税することを専ら管掌し」ていた。塩の産地に「塩場」が設置されていたが、
塩場は塩業生産を管理する下部機関とされ、その主な職責は塩戸を管理し、彼らを督促し
て生産ノルマを完遂させることであった 。四川における「塩場」は十二箇所で、簡塩場・
隆塩場・綿塩場・遂実場・順慶場・保寧場・嘉定場・長寧場・紹慶場・雲安場・大寧
場（65）であった 。元の時代、紹慶府が彭水県・黔江県を管轄しており、その役所は現在の
彭水県にあった。紹慶府における塩の生産地は郁山しかない。そのため、紹慶場は現在の
郁山鎮に設置されていたはずである。「塩場」には「司令、一員、従七品。司丞、一員、
（63） 元の脱脱等『宋史』巻一百八十三「食貨下五」（中華書局、一九七七年）四四七一頁を参照。
（64） 郭正忠『中國鹽業史（古代編）』（人民出版社、一九九九年）二七七頁を参照。
（65） 明の宋濂『元史』「百官志七」（中華書局、一九七六年）二三一五頁を参照。
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従八品。管勾、一員、従九品」（66）といった官員が配置されていた。
明代の洪武の時期には四川塩課提挙司が設置され、主に塩業の生産、商売、徴税などを
管理していた。また製塩場や塩井には塩課司が設置された。それは明代塩業における行政
システムの基礎組織であり、塩の生産に従事する者たちによる塩業生産の管理に責任を
負っていた。四川塩課提挙司は十五箇所の塩課司を管轄しており、その中に郁山井塩課司
が含まれる（67）。井塩課司には大使・副使が一人ずつ置かれていた（68）。清代の乾隆二年
〔一七三七〕には郁山塩課巡司が設置され、専ら塩業の事務を管理しており、「知州である
耿寿、李光塽は商人を招いて〔産業を振興させるほか〕巡検を設置し塩務を専業させるこ
とを上司へ請うた。こうして郁山鎮に塩課巡司が設立されたのである」（69）という。清代の
光緒三年〔一八七七〕には、丁宝楨が塩法を改革し、官が生産を監督し商人が販売に当た
ることとなった。そして、瀘州に官運総局が設置され、郁山塩場には支局が設けられ
た（70）。なお清代末期には〔塩の販売について通行税を徴収する〕「票釐」も行われ、票釐
委員も一人増設されることになった（71）。
（二）　郁塩の販売範囲
郁塩は生産上の制限もあって歴史的にみて生産量はあまり高くなかった。それゆえおそ
らく販売区域は彭水とその周囲地域に限られていたことであろう。明代にあっては、郁塩
はおよそ思南・務川・黔江及び酉陽などの地域へ販売されていた。「郁山の塩井は明代に
すでに塩井とかまどがあったが、塩井の生産量は、ただ思南・務川・黔江及び酉陽の当地
の民と商人が販売する量を供給できるだけであった」（72）という。雍正九年〔一七三一〕に「引
岸制度」が実行された後、郁塩の「銷岸」〔塩の販売を許可された地域〕は彭水県・黔江
県及び、酉陽・邑梅・平茶・地壩・石耶などの「土司」〔少数民族による自治区域〕が含
まれていた（73）。光緒年間〔一八七五～一九〇八〕に至り、従来の「銷岸」に含まれていた
地域の他に、湖北省の咸豊県や来鳳県まで販売区域は拡げられていった（74）。以上は当然な
（66） 明の宋濂『元史』「百官志七」（中華書局、一九七六年）二三一五頁を参照。
（67） 明の申時行『大明會典』巻三十三「課程二」（『續修四庫全書』七八九・史部・政書類、上海古籍出版社）
五八二頁を参照。
（68） 清の張廷玉等『明史』巻七十五「職官志」（中華書局、一九七四年）一八四七頁を参照。
（69） 清の張鋭堂等（同治）『彭水縣志』巻七「官師志」（『彭水珍稀地方志史料彙編』、巴蜀書社、二〇一二年、
二〇〇二年）三九四頁を参照。
（70） 清の丁寶楨等『四川鹽法志』「職官五」（『續修四庫全書』、八四二・史部・政書類、上海古籍出版社、
二〇〇二年）五〇九頁を参照。
（71） 柯仲生『彭水概況』（一九四〇年、『彭水珍稀地方志史料彙編』、巴蜀書社、二〇一二年）一七八六頁を参照。
（72） 清の張鋭等（同治）『彭水縣志』巻三「食貨志」（『彭水珍稀地方志史料彙編』、巴蜀書社、二〇一二年、
二〇〇二年）二六九頁を参照。
（73） 清の丁寶楨等『四川鹽法志』巻十七「引票二」（『續修四庫全書』、八四二・史部・政書類、上海古籍出版社、
二〇〇二年）三二五頁を参照。
（74） 清の丁寶楨等『《四川鹽法志》巻十七「引票二」（『續修四庫全書』、八四二・史部・政書類、上海古籍出版社、
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がら官の統制下で行われた食塩販売に限ったことであり、私塩〔官からみれば密売〕の販
売地域については詳しく知る方法がないが、おそらく私塩の販売範囲は政府側の「銷岸」
より遥かに広かったと考えることができる。
五　結　　　語
以上の分析を通じて、我々は郁山塩業の開発が、少なくとも漢代まで遡ることができる
ことを知り得た。そして、郁山塩井及び関連する塩業遺跡の分布の特徴について一定の認
識を得て、早期の塩業遺跡をさらに探索するよすがを提供することもできた。また、郁山
塩井の開削技術、及び滷水の運送・汲み出しの技術に対して基本的な理解を獲得した。中
井壩の塩業遺跡は規模の上では比較的に大きく、遺跡の保存状態も比較的良好であり、付
帯設備も比較的完備している明清時代の製塩場の遺跡である。そこで発現された塩竃や滷
水を蓄える池、黄泥で加工された穴、各種の溝といった生産設備は、当時の製塩過程を完
全に反映しており、郁塩の生産における「潑炉印竃」技術を研究するための実物資料を提
供している。これは郁塩の生産・管理・商売の研究に対して重要な意味を持っており、郁
山鎮の塩業発展史を研究する上で重要な参考資料を提供しているのである。
二〇〇二年）三二三頁を参照。
